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開 会 午後７時００分

１．若者議会議長あいさつ

○山本彩生議長 若者議会議長の山本です。

若者議会条例第６条第１項に基づき、本日の

進行を務めさせていただきます。

ただいまから第１０回新城市若者議会 市

長答申を行います。５月の第１回若者議会か

ら私たちは、若者が活躍できるまちを実現す

るべく、様々な活動を行ってきました。８月

の第６回の若者議会では、政策中間報告を行

い、市長さんや担当課の方々と意見交換を行

いました。その後も担当課の方々からアドバ

イスや意見をいただきながら話し合ってきま

した。本日は、若者議会市長答申ということ

で、令和２年度若者予算事業計画を策定いた

しました。３つの事業を説明させていただき

たいと思います。

２．発表

○山本彩生議長 初めに、「Ｃ＆Ｈマッチン

グ事業」です。よろしくお願いします。

○請井映和委員 今から企業委員会の発表を

始めます。まず、私たちが感じる新城市の課

題・問題点についてです。

先日、市内・市外の５つの高校の２，３年

生を対象に就職に関するアンケートを実施し

ました。モニターをご覧下さい。その結果就

職を考えている高校生は全体の５０％でした。

また全体の約７０％の生徒は、新城市の企

業について知らない・興味がないと答えてい

ます。

原因は高校生が企業の情報を知る機会がな

かなか無いからです。実際にアンケートの結

果からも、「興味が無い」と回答した学生の

多くが「新城市にどんな企業があるか知らな

いから」と理由を挙げています。多くの学生

が新城市の企業について知らない、わかって

いないのです。企業展も参加できるのは市内

の学生のみになるので、市外の高校生は知り

たくても情報が集めにくい状況になっていま

す。

そして新城市の企業側はというと、高校生

に対してＰＲする手段が少なく、高校生が企

業のどんな情報を知りたいのかよくわからな

いという声もあります。

この高校生と企業の間に“溝”があるアン

マッチな状態であることが、新城市の企業に

若者が就職することにつながらない原因であ

ると考えます。このままでは若者の活気もな

くなってしまうかもしれません。

これが、私たち若者議会の力で打破するべ

き問題点だと考えます。

○黒田成哉委員 Ｃ＆Ｈマッチング事業の目

的は３つあります。

一つ目は高校生にとって新城市の企業が就職

の候補となること。

二つ目は新城市の企業に高校生が就職するこ

とによって、新城市の企業に若者が増えるこ

と。

三つ目は高校生と企業の間の溝を無くすこと

です。

対象となる人は市内在住の高校生が中心とな

り、また市外にいる就職を考えている高校生

も含みます。

○曽田こころ委員 政策内容といたしまして

は、主に２つあり、１つは高校生向けに新城

の企業情報を分かりやすくまとめたＷｅｂペ

ージの作成。もう一つは、Ｗｅｂページを集

約したものを冊子にします。冊子は各高校や

公共施設に配布していく予定です。メインで

作成していくのはＷｅｂで、冊子は企業を知

ってもらう入口として活用していこうと考え

ています。入口として活用する以上、細やか

な情報を載せるというより目が惹きやすいも

のを作成していく予定です。

Ｗｅｂページの内容は、企業の雰囲気や先輩

社員の紹介、仕事内容、１日のスケジュール、

福利厚生などの“実際に学生が知りたい”と
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回答したアンケートの内容を参考にしつつ、

企業側の声も聞き、それを踏まえて、作成す

る予定です。

Ｃ＆Ｈマッチング事業が新城市に与える効

果、メリットを四つ考えています。

一つ目はいつでも誰にでもわかりやすく、

新城市の企業情報を知る機会が与えられるこ

と。

二つ目は企業としても高校生がどのような

情報がほしいのか知ることができること。

三つ目は身近に企業を知るためのコンテン

ツがあることで、高校生の就職に対する意識

を高めるきっかけとなること。

四つ目は結果として、新城市の企業が高校

生の就活の候補の一つとなる可能性が高くな

り、新城市の企業に若者が増え、活性化に繋

がることです。

○黒田成哉委員 最後に費用について説明い

たします。

歳出はＷｅｂページ作成費１６万７千円。

冊子作成費１１３万９千円。

企業向けアンケート費２０万９千円。

歳入は情報掲載料として 1件３，０００円×

１５０件で４５万円を見込んでおります。

最終的に３０１万５千円の費用が想定されま

す。

以上で企業委員の発表を終わります。

○山本彩生議長 ありがとうございました。

自席にお戻りください。次に、「新城でオパ

ろう事業」です。私はこのチームに所属して

おり、発表の場に立ちたいので、請井映和委

員に進行をお願いしたいと思います。請井委

員、よろしくお願いします。

○請井映和委員 委員の請井です。山本議長

と交代し、進行を務めますのでよろしくお願

いいたします。あらためまして、「新城でオ

パろう事業」です。よろしくお願いします。

○山本彩生委員 わたしは新城市に住んでい

て、自然がたくさんで歴史もあり、美味しい

ものもたくさんあって凄く新城って良いとこ

だなと感じています。

今年から豊橋の高校に通い始め、ショック

を受けました。それは友人に「新城ってど

こ？何があるの？」と聞かれたことです。

私は隣接している自治体のことを知ってい

るのに、新城は知られていない、それはとて

も悲しいことだと思います。

この話をしたとき、観光委員会のメンバー

も同じ経験をしていました。

新城市が知られていない理由について話し

合い、私たちはその原因のひとつに、新城が

持っている観光資源を上手に活かしきれてい

ないという現状があるのではないか？と考え

ました。

○森野綾菜委員 そこで私たちは新城の素敵

な観光資源を活かして魅力を伝えるために、

その観光資源を効果的に活用できるように働

きかけ、１人でも多くの人に新城を好きにな

ってもらうことを目標としてかかげました。

私達は話し合いを重ねていくうちに「１０

０人に知ってもらうより１人に好きになって

もらう」という想いを持ちました。

それはただ知名度を上げ、観光客を増加さ

せたいというものではなく、新城を好きな人

が１人でも増えたら、新城の豊かな自然や歴

史が大切に守られるのではないかという考え

です。今回の政策では、そのきっかけ作りの

第一歩となるように、新城市の埋もれていた

観光資源である、海老川で採れる宝石オパー

ルを活用して、新城市の魅力を伝えます。

○神藤夏帆委員 みなさんはオパールが新城

で採れることを知っていますか？

私たちはオパールが新城で採れると知り、

オパールを自分で採ってオリジナルアクセサ

リーを作る体験ができたらいいのではと思い

ました。

市外の女性やカップルに来てもらい、新城

市を好きになってもらい、自然を通して新城
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市の良さを知ってもらいたいと思います。具

体的な政策内容は、自分で採ったオパールで

オリジナルアクセサリーを作るイベントです。

１回あたり８人の参加で、開催は２回を予定

しています。

場所は、日本でも数少ないオパールを採れ

るスポットの海老川です。

オパールを採取する際には、鳳来自然科学

博物館の学芸員の方に採取方法やオパールの

判別を手伝っていただきます。

採取した後は、ハンドメイドの講師に協力

していただき、旧門谷小学校にてアクセサリ

ーに加工します。このモニターの写真のよう

に加工することを予定しています。

参加費は１人１，０００円で、イベントの

運営は生涯共育課の方々です。

この政策を行うことで、課題であった活か

しきれていない観光資源を使い、魅力を伝え

ることができます。

１人でも多くの人に新城市を好きになって

もらうという目的を達成できます。

想定される費用として、歳出は体験イベント

の経費と、アクセサリーの消耗品費、イベン

ト周知用のチラシの費用などで、合計３３万

３千円を予定しています。

また、イベント参加料は１人１千円なので、

１６人で合計１万６千円が歳入になります。

○請井映和委員 ありがとうございました。

自席にお戻りください。それでは、発表が終

わりましたので、再度議長に進行をお願いし

たいと思います。山本議長、よろしくお願い

します。

○山本彩生 次に、「手渡しは最高のコミュ

ニケーション事業」です。よろしくお願いし

ます。

○ミラーケイト委員 情報発信委員会です。

よろしくお願いします。

私たちが感じる新城市の課題は、『いいと

ころはあるが、うまく情報が伝わっていな

い。』ということです。

まず、『いいところ』とは、新城市の魅力

の事です。例えば、ジブリ映画にも使われた

鳳来寺山や、鮎掴み、そばづくり体験などの

田舎ならではの自然を感じられるものや、日

本最大級のラリーイベント「新城ラリー」、

２０２０年には世界ラリー選手権の候補地に

も新城市はあがっています。その他にも日本

三大軽トラ市の一つの新城市軽トラ市、他に

も、歴史的に有名な長篠設楽原の戦いがゆか

りののぼり祭などのイベントのことです。

○渡邊花奈市外委員 また、『うまく情報が

伝わっていない』ということに関しましては、

実際に軽トラ市で街頭調査を行なった際に、

パンフレットを見たことがないという人が多

くいました。このように新城市の観光の情報

が詰まったとても良いパンフレットがあるの

にも関わらず、手に取ってもらえなかったり、

パンフレットの存在を知らない人がいるとい

うことが問題点だと考えています。

○古瀬愛優美委員 情報発信委員は、私たち

の感じる課題を解決するため「新城市にたく

さん人が来ること」を目的としました。

新城市と私たちが発信した情報が少しずつ、

しかし確実に広まることによって、市外の

人々が新城市に興味を持ち、今後２、３年、

また継続して発信することで、１００年後に

今よりもたくさんの人が新城市に来てくださ

ると思います。

ですが、新城市にたくさん人が来るという

目的は私たちが受け持つ１年間では達成する

ことは難しいと考えました。そこで、この１

年そして来期からの目標として「新城市に興

味を持つ人を増やすために若者議会で積極的

にＰＲをする！」を掲げました。そのために

も、まずは少しでも多くの人に新城市につい

て興味を持ってもらうために今年からできた

広報部の仕組み作りをしながら、今年から新

城市と若者議会のＰＲを精一杯していきたい
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と考えています。

○井上文誉委員 私からは具体的な政策内容

について話させていただきたいと思います。

今後の広報部の仕組みづくりは次の２つを考

えています。

１つ目は、自分たちから出かけてＰＲをす

るということです。ＰＲをする際にはパンフ

レットを手渡しすることでコミュニケーショ

ンを取る事ができるのではないかと考えまし

た。これは様々な市外のイベントに足を運び、

若者議会と新城市についてＰＲをしたいと思

っています。回数としては年に４回行うこと

を想定しています。行く場所をいくつか候補

としてあげておくことと、ＰＲする時の簡単

なマニュアルを制作しておき、６期以降も活

動がスムーズに行えるようにしておきたいで

す。

また、軽トラ市にも２ヶ月に一度ＰＲをし

に行こうと考えています。現状、市役所の広

報活動に同行してＰＲをしているのみなので、

将来的には若者議会にＰＲを頼みたいと思っ

てもらえるように頑張っていきたいと思って

います。

○市園響委員 なぜこのように自分達から出

かけ、手渡しでPR活動を行おうと思ったかと

いうと、私たちが実際に藤ヶ丘のマルシェで

のイベントや軽トラ市での手渡しでのＰＲを

行った時の経験があるからです。藤ヶ丘での

活動の際、子ども連れの方はフォレストアド

ベンチャーや総合公園に興味を持ってくださ

る方がとても多く、それらのパンフレットは

全て配り終えてしまいました。年配の方は名

古屋から新城に移動することは大変なので、

気軽に新城に行くことができる、バスに魅力

を感じたようです。バスのパンフレットも沢

山受け取っていただくことができ、残ったの

は僅かでした。

このように、話している中で市外の方が興

味をもつものが何かを知ることができ、その

情報を市に伝えることができます。何が人気

なのか事前に知ることができれば、イベント

に持っていくパンフレット選びの参考にもな

ると思います。それに加えて、私たちが様々

な場所に足を運ぶことで、若者議会のＰＲに

もなるので応募者の増加にも繋がります。イ

ベントに来てくれた皆さんに直接パンフレッ

トを手渡しすると自然に皆さんとコミュニケ

ーションがとれることに繋がり、情報を発信

するだけでなく皆さんの意見を聞いて情報収

集することもできます。

○中西航太郎委員 ２つ目は、若者議会のグ

ッズを制作することです。

マルシェでパンフレットを配った際、若者

議会のＴシャツを着ていたのですが、それだ

けでは何をしている集団なのかわかりづらい

のではないかと感じました。なので若者議会

ののぼり旗、法被を制作し、ＰＲする際に若

者議会の名前や若者議会のメンバーであるこ

とを一目見てわかってもらうようにこういっ

たグッズがあると効果的であるため制作した

いと考えております。

○水野しづく委員 以上のこの政策は、私た

ち若者議会の“委員が”行っていきます。来

期以降の若者議会の委員にも毎年継続してＰ

Ｒを行っていただきます。

ＰＲは市内の方市外の方問わず、ＰＲする

場所に来てくださった方全員を対象として行

っていきます。理由としましては、例えば、

食に関するイベントや車に関するイベントな

ど様々なイベントによって配るパンフレット

は変わっていきます。イベントごとに来る方

の年代や興味のある物が違うので、対象を絞

るのではなく、多くの人に届ける方が効果的

だと考えたからです。

そしてこの政策に必要な費用について説明

していきます。まずＰＲ用の経費ですが、Ｐ

Ｒ先に行くために使用する公用車のガソリン

代や、高速料金が含まれ、合計３１，０００

円となります。次に広報啓発グッズ作成費で

すが、のぼりや法被作成費が含まれ、合計１
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０万円となります。総額は１３万１千円とな

ります。

○益子アイメ委員 私たち若者議会委員は新

城市が大好きです。新城にあるたくさんのい

いところを新城市民にはもちろん、市外の方

にも発信をし、私たちと同じように新城が好

きと言う方が増えていけばいいと思っていま

す。本日、提案しました政策は来年以降のた

めのものですが、私たちも若者議会の委員と

しての残りの日々で、色んな方に新城のこと

を発信し続けます。以上です。

○山本彩生委員 ありがとうございました。

自席にお戻りください。

○三浦企画部長 それでは、３つの事業の説

明も終わりましたので、若者議会から市長に

答申を行いたいと思います。

よろしくお願いします。

３．答申

○山本彩生議長 令和２年度 新城市若者予

算事業に関する答申書。新城市若者議会は、

若者総合政策の実施に関して、令和２年若者

予算事業計画を策定しましたので、新城市若

者議会条例第２条第１号に基づき、以下のと

おり答申します。令和２年度新城市若者予算

予算総額 ３，４７９千円。

１．Ｃ＆Ｈマッチング事業３，０１５千円。

高校生に新城市の企業情報を若者目線で届

けることで、新城市が就職先候補の1つとな

り、市内の若者増加・活性化につなげます。

２．新城でオパろう事業 ３３３千円。

新城市の魅力を多くの人に知ってもらうた

め、埋もれていた観光資源の１つ「オパー

ル」を活用したイベントを実施し、新城市を

好きになってもらいます。

３．手渡しは最高のコミュニケーション事

業 １３１千円。

新城市のいいところをより効果的にPRする

ために、若者議会における広報部の仕組みづ

くりをします。

令和元年１１月１２日。新城市長穂積亮次

様。新城市若者議会 議長 山本彩生。

４．市議会議長あいさつ

○山本彩生 それでは、続いてお忙しい中ご

出席いただきました、鈴木市議会議長様から

ごあいさつをいただきたいと思います。

○鈴木達雄市議会議長 若者議会の皆様こん

ばんは。今日はこの、今年令和元年度になっ

ての若者議会の事業、今まで皆さんが課題を

見つけて悩んだ結果、今日答申書を市長に手

渡すということになりました。

私ども新城市議会も今議会として政策作りを、

作る力をつけていこうという目標に向かって

動いています。

まぁ皆さんの今日の答申書を見て、逆に勉

強になりましたのでまた参考にさせていただ

きたいと思います。

今日の一つ目の「Ｃ＆Ｈマッチング事業」。

これは今の新城市、そして、だけではなくて

東三河もいわゆる若者が外に出て行ってしま

うような地区にとっては、この地で働いてく

れることがとってもうれしいことです。です

ので企業の情報を知って、この地域の働く生

活を知ってもらうということが本当に必要だ

なと思いました。目の付け所がとても素晴ら

しいなと思います。

また二番目の「新城でオパろう事業」

これについてはオパールということで、実は

私も子供の頃、水晶を探して山の中を遊び回

った思い出があります。このワクワクしたよ

うな思い出、そして発見して嬉しかったとい

う思い出が、その体験が、とてもこのチーム、

ふるさとを好きになることにつながるなぁと

思いますので、こういった外から来た人も、

そんな体験をすれば、この新城がほんとに好

きになってもらえるんじゃないかと思いまし

た。
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三番目の「手渡しは最高のコミュニケーシ

ョン事業」

実はこの新城のいいとこという写真を先輩若

者議会の若者アウトドアチームがフォトコン

テストで募集した写真、実は新城市議会のこ

んな広報誌の表紙に使わせていただいており

ます。私たちも実は知らなかった所もたくさ

んあって、これをこの新城市だけではなくて

外の人にも見せてあげて、こんなに良いとこ

ろだよってことを話をして、話をしたいなぁ

ということで使わせてもらっています。希望

があれば、ＰＲを受け持ってもらえるような

話もありましたので、また新城市議会も若者

の皆さんの意見を伺いながら、議会のPRをし

たいなぁと思っておりました。

実は今日私、今日の今日、前丸山市議会議

長に引き継いで新しい市議会議長ということ

でなりました。皆さん先ほど緊張した面持ち

で答申をしておりましたけれども、私はそれ

以上に緊張しておりますので、まぁこれから

皆さんと一緒にですね、若者議会、そして

我々の議会も頑張っていきたいなと思ってお

ります。今日はありがとうございました。

若者の言葉というものを、私たち、そして

この新城市とても飢えています。若者の皆さ

んの声が聞こえること、そしてそれが地域を

動かすことになり、そして人が集まり、そん

な動きを始めるきっかけになるだろうと思っ

ていますので、これから皆さんもどんどん声

を上げていただきまして、この新城市のまち

づくりに大いに頑張って貢献していただくと

うれしいなと思います。今日はほんとにお疲

れ様でした。終わります。

５．市長あいさつ

○山本彩生議長 ありがとうございました。

最後に、穂積市長からごあいさつをいただき

たいと思います。

○穂積亮次市長 皆さん、こんばんは。市長

の穂積でございます。令和元年度第10回にな

ります若者議会、ただいま議長さんの方から

３つの事業に関する答申書を確かに受け取ら

せていただきました。

５月の第１回の議会で皆さんの所信表明が

あり、その後８月の第６回の中間報告の場に

は、私も含めて市の職員も大勢参加をさせて

もらいました。第１回の時のそれぞれの所信

から、今回は第５期の若者議会でこれまでと

運営を少し変えまして、３つの委員会制度を

作ってその中で色々な課題や政策を絞り込ん

でいってもらったわけですけども、この夏の

時の第６回の中間報告のときに各テーブルで

色々な議論をですね、皆さんが率直にされて

いるのを聞いておりましたけれども、そのと

きの議論から今日の答申については、非常に

よく絞り込まれてですね、課題、並びに政策

の狙いがですね、非常に明確になったという

ふうに受け取らせてもらいました。これもこ

の半年間に及ぶ、皆さんの熱心な議論、また

議論だけではなくて、今回の特徴でもありま

すけれども、皆さんが色々なところに出向い

て行動して、その行動から得た様々な新しい

情報や知識、気づき、こういうものをお互い

に意見を交わすなかで一つの政策の方に絞り

込んでいけてくれたものと思っております。

今後はですね、すでにお聞きと思いますけど

も、若者議会から予算の提案・建議をいただ

いたわけですが、その他にも現在新城市では

市内を１０の自治区に分けて、その地域自治

区からも各自治区の予算建議というものも受

けています。これが先だって１０の自治区の

予算建議書をすべて私の方で受け取らせてい

ただきましたので、市民提案でもある自治区

予算、それから若者議会の予算、それから議

会の方からも各委員会ごとで、常任委員会ご

とで、予算に関する要望を近々受け取ること

になっておりますが、その議会の要望・提案、

さらには各庁内の部署で予算要求をまとめて

いますので、それらをだいたい年末から年始
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にかけて全体を総合して、令和２年度の予算

案を市長の方で作成をします。その後に３月

の、来年３月ですけれども市議会の定例会に

予算案を出して市議会で審議をいただいて議

決を得ればですね、来年度４月から令和２年

度から予算が執行されていく、そういう流れ

になります。ですのでいつもこの年この毎年

この場で申し上げていることですが、一つは

是非とも議会との意見交換もたぶん予定をさ

れていると思いますが、予算を審議し議決を

するのは議会の役割でありますので、議会の

議論にも何らかのかたちでアクセスをしたり

コンタクトをとったり、あるいは議会の皆さ

んと意見交換をして、若者議会にかけた皆さ

んの思いをですね、議会の皆さんにも伝えて

いただけるような場を作るようにしていただ

きたいと思います。また先程来お話があるよ

うに今回の３つの事業それぞれですね、来年

度の執行になっていきますし、とくに今回は

若者議会のメンバーが行動の中心となってや

る事業もたくさんあるかと思います。そうし

ますと、その事業は第６期の若者議会のメン

バーが担う、もちろん皆さんも来年度メンタ

ーとして関わることもできるわけですけども、

直接の責任は第６期の若者議会にも引き継が

れていきますので、その予算の執行過程、そ

してまた第６期の若者議会の皆さんの活躍の

仕方もですね、新しい目で見ていただいて、

この令和２年度の予算の答申書はですね、本

当に皆さん自身の君ら自身の思いのこもった

事業になっているかどうかも検証していだけ

ればなぁと思います。先程来申し上げている

ように、若者が活躍できるまちを目標に据え

て新城市では若者総合政策、そして若者議会

を条例として設置致しました。これまで5期

にわたる事業をやってきましたが、そのため

の先輩方の多くの事業の積み重ねのうえに、

今回の答申がなされたと思いますが、これま

で以上にですね、地域の課題を自分の足でし

っかりとつかんで、その課題の解決を若者ら

しい目線で、提案をしていただけたのかなと

思います。もちろん事は一朝一夕でできるも

のではありませんので、我々行政、また市議

会、そして市内の様々な地域の皆さんと共同

歩調をとり、多くの方と交わってですね、こ

れからの新城市政の一端をですね、担ってい

ただきたいなと思います。とくに今回出され

た企業情報、あるいは観光の情報発信、ある

いはオパろう事業なども含めてですね、この

ような課題を意識をもって様々な行動をして

いる市民・団体・地域が新城にはたくさんあ

ります。是非そうした方々にも自分達の問題

意識を率直にぶつけて、そしてその人達が長

年積み重ねてきたことから学びながらですね、

また新しい一段とフレッシュアップした事業

を一緒になって手を繋いでやっていければあ

りがたいと思います。いずれにしても、この

答申に至るまで、皆さん大変な努力を重ねて

くれたと思います。そしてまたこれから来年

の３月まで若者議会の活動は続くわけであり

ますので、これからもその思いが実現できる

ようにですね、皆さんと一緒になって力を尽

くしていただきたいと思います。小さな積み

重ねが、一つずつ積み重なり、課題が掘り下

げられ、そして人を繋ぐ輪がですね、広がる

中で新城市の将来ができあがっていくものと

確信をしています。皆さんの努力に敬意を表

するとともに、それを支えていただいたメン

ターの皆さん、またなによりも皆さんを送っ

ていただいたご家族や地域の皆さんにも感謝

を込めてご挨拶にしたいと思います。本日は

ありがとうございました。

○山本彩生議長 ありがとうございました。

この日を通過点として、さらによい政策とな

るよう話し合いを重ねていきたいと思います。

これからも、新城市をもっとよくできるよう

に頑張っていきましょう。

これをもちまして、第１０回新城市若者議

会 市長答申を閉会させていただきます。
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閉 会 午後７時４５分


